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1.は じめ に

児童養 護施 設 とは、 乳児 を除 いて保 護者 の いない児

童、虐 待 されて い る児童 、 その他 環境 上養 護 を必要 と

す る児童 を入 所 させ て これ を養護 し、そ の 自立を支援

す るこ とを 目的 とす る施 設 で ある。児 童養 護施設 は、

児 童福祉施 設 の なかで 、最 も古い 歴 史 を持 っ施設 で あ

る。孤児 院 、養育院 と して、 孤児 や貧 困児 童 、棄児 の

保 護 ・養 育 か らスター トした児 童 養護 施設 は、社 会情

勢の変化 とそれ に伴 う養 護ニ ー ズの変 化 に応 える形 で、

施 設形 態や機 能 を改 変 して きた(伊 藤,2007)。 近年 、

虐 待 ケースや 離婚 に よる家庭崩 壊 な ど、入 所児童 の入

所 経緯 の多様化 に伴 い、児 童養 護施 設 に求 め られ る機

能 も多様 化 してい る。

全国児童 養 護施設 協議 会(2005年 度調 べ)に よる と、

全 国 に557か 所 の児 童養 護施 設 が あ り、約3万 人の

児童 が暮 ら してい る。 施設 形態 と して は、 大舎制(1

舎20人 以上)が361か 所 、 中舎制(1舎13～1

9人)が66か 所、 小舎 制(1舎12人 まで)が83

か所 となっ てお り、それ に加 えて大 舎 制、 中舎制 、小

舎 制、 グルー プ ・ホーム が併設 され て い る施 設 が47

か所設置 され てい る。

現状 では、 日本 の児童養 護施 設 は半数 以 上が大舎形

態 を とってい るが 、以下 で詳 しく述 べ る よ うに、 ア タ

ッチ メン ト理論 の影響 の 中で 、大舎 制 の児童 養護施設

のあ り方 への批 判 が強 ま り、近 年 、小 規模施 設へ の移

行 や、家庭 的要 素 を強調 した地 域小 規模 グル ープ ・ホ

ームな どへ の移 行 が推 進 され る流れ に あ る
。

日本 の施 設 養 護 は長 い歴 史 と援 助 実 践 の積 み重 ね

を もっ が、近年 は、 深刻化 す る社会 問題 や家 族問題 に

対 応す る形 で 、急速 な転換 が求 め られ てお り、施設形

態 やそ こでの援 助実 践 もさ らな る見直 しが必 要 とされ

てい る。

本論 で はそ の よ うな現状 を踏 まえ、 まず 、児童養 護

施設入 所児 童(以 下 、施設児童)に 対 して これ まで行

われ て きた先行研 究 か ら、施設 養 護が子 どもに もた ら

す心理 的影 響 にっい て、ア タ ッチ メ ン ト理 論 との関わ

りか ら概観 す る。さらにそ こか ら浮 かび上 が って くる、

施設児 童 に必要 な援 助 に向 けて、 一つの提 案 をま とめ

よ うとす る ものであ る。

2.施 設養 護 をと りま く言説

(1)施 設 養護 とア タ ッチ メン ト理論

児童養 護 施設 にお ける先行研 究 は、ア タ ッチメン ト

理論 との関 わ りか ら論 じられて い る ものが 圧倒的に 多

い。 そ こで、 まず ア タ ッチ メン ト理論 と施 設養護が い

かにむ すび っい てい るのか を説 明 したい0

遠藤(2005)は 、ア タ ッチ メ ン ト理 論 と施 設養護研

究 の関連 に 関 して、次の よ うに 述べ てい る。 「ア タッチ

メ ン トの機 能は、私 た ちに とって、 あ る意 味、 あま り

に も当 り前過 ぎ て実感 す る ことが容易 では ないか も知

れ ない。 ア タ ッチ メ ン トが個体 の適応 お よびその後 の

発 達全般 に いか に重要 な役割 を果 たす かにっ いては 、

む しろア タ ッチ メン トの形 成が途 中で阻害 された り、

端 か らア タッチ メン ト対象 を欠 いてい た りす るケー ス

を考察す るこ とによっ て明確に な るだろ う」。この よ う

に、施設 入所児 童は 、 アタ ッチ メ ン ト理 論 が確立 され

て以 降 、現在 に至 るま で、その 注 目す べ き研 究対象 と

され続 けて きてお り、 また 、ア タ ッチ メ ン ト理論 は各

国の施設養 護 の方針 に影響 を与 え続 けてきた のであ る。

(2)ア タ ッチ メン ト理論 の概観

ア タ ッチ メン ト理論 の創 始者 であ るBowlby(1969)

は、特定 の個 体 との近接 を求 め 、また それ を維持 しよ

うとす る傾 向、あ るいはそ の結果確 立 され る情緒 的っ

なが りそ の もの をア タ ッチ メ ン トと呼び 、そ れが他 の
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どの よ うな要素 に もま して発達 全般 の礎 とな る こ とを

強調 した。 さらに彼 は、 乳幼児 と母 親 との人 間関係 が

親密 かつ継 続的 で、 しか も両者 が満 足 と幸 福感 に満 た

され るよ うな状態 が精神 衛 生の 基本 で ある と述 べ、 こ

の こ とは一 方で 、マ ター ナル ・デ プ リヴェー シ ョン(母

性的 養育 の剥奪)に よっ て もた らされ るパ ー ソナ リテ

ィの障害が 、永続 的で あ る とい う結果 を強 く印象 づ け

た。

こ のボ ウル ビィ の一 連 のア タ ッチ メ ン ト研 究 は さ

ま ざまな論議 を巻 き起 こ し、子 どもを保 育所 や児童 施

設 にあずけ る ことは、子 ど もに、 深刻 で恒久 的 な悪 い

影 響 を もた らす といっ た よ うな誤 った 主張す らな され

た(Rutter,1981)。

(3)施 設養護 に与 えた 影響

欧 米 では、 ホス ピタ リズ ム論争や ア タ ッチ メ ン ト理

論 の影響 を受 け、急速 に里親 や グルー プ ・ホ ームへ の

転換 が進 め られ た。伊 藤(1972)に よれ ば、 アメ リカ

では何十人 と一 括 して収 容す る施設 は ほ とん ど姿 を消

してい て、 グル ー プ ・ホ ーム 、 グル ー プ ・プ ロフ ェ ッ

シ ョナル ・ホー ム、 グル ープ ・フォス ター ・ホーム な

ど と呼 ばれ る一般 家庭 の人 数 よ り少 し多 い程度 の規模

の施 設形態 が、一 般化 され てお り、 さらに小規模 の グ

ルー プ ・ホーム 以上 に、子 どもの代替養 育 の場 として 、

里親 家庭が 重視 されて い る とい う。

ア メ リカ で は社 会的 養 護 を受 け て い る子 ども の な

か で、施設養護 を受 けてい る子 どもの割合 は約10%、

オー ス トラ リア では約4%(平 本,2007、 渡邊,2007)で

あ り、ス ウェーデ ンで は、社 会的 養護 を必要 とす る児

童 の 大半が里 親養 育を受 け、施設養 護 は、里 親へ の引

渡 しまで の一 時 的 な保 護 をの ぞ い て廃 止 され てい る

(Andersson,2005)。 この よ うに 、大 半 の先進諸 国 では、

イ ンステ ィチ ュー シ ョン(施 設)は 廃止 され 、 レジデ

ンシ ャルケ ア(里 親 とグル ープ ホーム)に 移行 してい

る。

日本 におい て は、里親 制度 は広 く根付 いて い る とは

言 え ない状況(養 護児 童全 体 の約8%)で あ り、長 く

大 舎制 中心の施 設養護 が行 われて きた とい う実情が あ

るが 、 この よ うな一連 の ア タ ッチ メ ン ト論争や 、 ホス

ピ タ リズム論 争 を うけ、 日本 にお いて も、集団 生活 を

前 提 とし、個別 ケアが な され に くい乳児 院や養 護施設

な ど長期収 容施 設 のあ り方 が問われ るこ とに なった。

ボ ウル ビィのア タ ッチ メン ト理 論 の影 響 は、今 日につ

なが る施 設の 小規模 化やパ ー マネ ンシー ・プ ランニ ン

グに まで及ん でお り、 この よ うに、 アタ ッチ メン ト理

論 の台頭 に よ り、施設 養護 は、 その施 設形 態にお ける

問題 が指 摘 され 、修 正 ・改 善が進 め られて きた。

(4)さ らな る検討 を要す る点

Rutter(1981)は 、ボ ウル ビ ィの一 連 のア タ ッチ メン

ト研 究へ の体系 的な理解 と批 判的検 討 を も とに、子 ど

もに とって真 に悪影響 を及 ぼす状況 を特 定 し、以下 の

よ うに述べ てい る。 「子 どもに対 して なん らか の悪影

響 を もた らすの は、長期 収容施 設や 乳児院 の場 合にお

け るよ うに、複数 のマ ザ リングが 、子 ど もに不連続 的

に、あ るい は適切 な交流 を欠 いてな され る場合 であ る」。

この よ うに見 ると、施設 にお け る養護 は 、それ 自体が

悪な のでは な く、 そ こで施 され る養護 の質 に よって、

子 どもへの悪 影響 が生 まれ かね ない とい うのが 、アタ

ッチ メン ト理論 と施 設養護 の 関連 に お ける正 しい理解

であ る。 しか し現状 では 、ア タ ッチ メ ン ト理論 の指摘

した、母性 剥脱 の影響 が大 きな イ ンパ ク トを持 ってい

る反 面、 そ うい った 体験 を した 子 どもが次 に どの よ う

な養 護 を受け 、それ に よって どの よ うな育 ちを遂げ る

のか とい う縦断 的な視 野で の研究 は ほ とん ど行われ て

きていな い。

ボ ウル ビィが指摘す る よ うな母性 剥奪 の影響 は、子

どもの精神 発達 に とって重大 な影響 を及 ぼす こ とは明

らかであ るが、 その よ うな剥 奪体験 が一 生 を通 じて変

わ らず影響 を持 ち続 ける とい う点 に関 しては 、生涯 発

達心 理学 の視点 か らは見直 しが進 め られ てい る。 やま

だ(1998)は 人 間の発 達は生涯 とい う長 いスパ ンで見

通 した ときには もっ と柔 軟で変 化 可能性 も可塑性 も大

きい ようであ る と述 べ てい る。 必ず しも良い母 か らの

十分 な保 護 を受 けた とはい えず 、孤独 で あった り葛 藤

が大 きい場合 に も、その 人な りに 自分 の関係 を受 容 し、

解釈 しなお し、現在 か ら未 来へ の関係性 が 変 え られ て

行 くので ある(や まだ 、1998)。 家 庭か らの分離 や母性

的養育 の剥奪 の及 ぼす影響 を、発 達 の一時 点で調査 し

子 どもの発達 を結論付 けるので はな く、 さ らな る縦 断

的な調査 に よって、 生涯 を見通 した場合 に それ らが ど

の よ うな影 響 を もつ のか につい て も、今 後研 究 して い

くことが求 め られ てい る。

家庭か ら切 り離 され た生活 を余 儀な くされ る、施設
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入所児童 に とって も、施 設 の中で の生活 で職 員や周 り

の子 ども との 間で豊 か な情緒 的つ なが りを構 築 し、発

達初期のデ プ リベ ーシ ョンの 影響 を克服 してい く とい

うこ とは十 分 に可能 で ある。 しか し、子 どもの立 ち直

りについ ては 、い まだ縦 断的 な研究 が進 められてい る

とは言 えず 、 現状 では 、施設 児童 の体験 す る家庭 か ら

の分離や母性 的 養育 の剥 奪 とい った体験 に焦 点 を当て、

その影響や 帰結 を探 ろ うとす る研究 が 中心 とな ってい

るため、今 後 さ らな る発 展が 求め られ る。

3.肉 親 か らの分 離 とそれ によ る心理 的影響

こ こか らは具 体 的に、 施設 児童 に対 して どの よ うな

研 究が行 われ て きたの かにつ いて 主に ア タッチ メン ト

理論 との 関連 か ら概観 したい。

(1)施 設 児童 へ の調査

施設 児童 へ の体 系的 な調査 と して、Zeanahら(2005)

はルーマ ニア の児童 養護 施設 で育 った1～3歳 の子 ど

も と、一般 家庭 で育 った子 どもの ア タ ッチ メ ン トの状

態 を比較 し、児 童養 護施設 で 育 った子 どもの ア タッチ

メン トのパ ター ンが、一 般家 庭で育 った子 どもよ りも

変則 的 であ るこ とを示 した、

Chisholm(1995,1998)は 、同 じ くルー マニ アの孤児

院 の子 ども を対象 に調査 を行 い、 生後8カ 月 を過 ぎ る

まで施 設 に入所 していた 児童 に特徴 的 なふ るまい と し

て、大人 に対す る無差別 的 な接 近 をあ げ、そ のふ るま

い とア タ ッチ メ ン トの状 態 との関連 を示 してい る。 こ

こでは孤児 院 に生後8か 月 を過 ぎるま で入所 してい た

子 ども、生 後4か 月 ま でに里親 に 引 き取 られ た子 ども、

施設 入所経 験 のな い子 どもの3つ の グル ープ につい て

そ れぞれ 、 アタ ッチ メン トの 状態 と、大 人 に対す る無

差別 的接近 の状 態 を調査 した ところ、生 後8か 月 を過

ぎるま で孤 児院 で生 活 した子 どもは、他 の2つ の グル

ー プに比べ 、 明 らか に不 安定 なア タ ッチ メン トの状 態

を示 し、さ らに無差別 的 な接近 を示す 割合 が高 か った。

しか しここ では、子 どものア タ ッチ メン トの 状態 は施

設 か ら引 き取 られ て以降 の家庭 環境 の質 に よって変 わ

り得 る とい うこ とが指摘 され てお り、子 どもが分離 体

験 に よって蒙 る影響 の 多 くは 、そ の体験 の後

子 どもが どの よ うな生活 環境 にお かれ るか によ って 異

なる こ とが指 摘 されて い る(Chisholm,1998)。

また、 ギ リシ ャの孤児 院 におけ る体系 的な調 査 と し

て、Vomaら(199紘b)は 幼児 期 に施設 に入所 した子

どもの社 会性 や コ ミュニ ケー シ ョンの質 に関 して、観

察、イ ン タビュー、 質 問紙 を用 い て調査 し、施設児童

の もつ社 会性 の問題 にっ い て指 摘 した。

(2)里 親 養育 への調 査

Stoval且とDozier(2000)は 、発 達初期 に施設 に入所

してお り、 その後里親 に引 き取 られ た子 ど もとその 里

親に対 して調 査 を行 い、引き取 り後60日 間 の子 どもの

発 達を、養 親 の 日誌 の分析 を含 め た質的な経 過 ととも

に体系的 に検討 してい る。 そ こで は、た とえ子 どもが

不安定 な愛着 を示 した場合 で も、 里親が適 切 な反応 を

示す と、 子 ど もは信頼 と安 心 を感 じることが でき、安

定 した ア タ ッチ メン トを築 くこ とがで きるの ではない

か とい う指摘 を して い る。

また、AckmanとDozier(2005)は 、39組 の里親 関

係 を結 んだ親 子 に対 して、養親 の情 緒的表 出 と、養 子

の 自己表象 との関連 を調べ てい る。発 達初期 にアタ ッ

チ メン ト対象 か らの分離 とい う体験 を し、 施設 での養

育を受 けた子 どもに とって、養 親 の受 容的 な感情的投

資が、そ の後 の子 どものポジテ ィブな 自己表 出に結 び

ついて い るこ とが示 され 、養子 が幼 い ころに養親 がよ

り受容的 で あった親 子 のほ うが 、子 どもの 自尊 心が高

い ことが示 された。

里親養 育 に関 して は、 この よ うに、肉親 との分離 や

施設 での養 育 を受 けた子 どもが 、 その後の発 達過程 で

特定の大 人 と新 た な関係性 を築 く経過 に関 す る調査 が

行われ、 一 定の理解 が深 ま りっ っ ある。一 方、施設養

護に関 して は、い まだ、子 どもが 肉親 との分離後、 施

設の大人 といかな る関係 性 を築 い てい くの か とい う点

に関 して体系 的な理解 が進 んで い る とは言 い難い。

従来の ア タ ッチ メン ト理 論 では、親 との 分離 と喪失

に伴 って 子 どもが受 け る悪 影響 に 関す る研 究が 中心 で

あった が、 その よ うな分離 体験 の後 、新 しい 関係性 を

子 どもが い かに築い てい くのか とい う質的 なデー タに

着 目 した研 究は ほ とん ど行 われ て こな かった(Stovall

andDozier,2000)。 施設 養護 に関 す る従 来の ア タッチ メ

ン ト研究 は、発 達初期 の愛 着対 象 の喪 失の体 験が、長

く子 どもの発達 に影響 をもつ とい うことが 広 く示 して

いる と同 時 に、愛着 対象 との分離 以前 の成育環 境 の質 、

分離 以後 の成育 環境 の質 とい った発達 の文脈 によって、

個 々の子 どもの発達 の あ り方は 大 き く異な って くるで
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あ ろ うとい うこ とを示 してい る。

4.施 設児童 に必 要 なケ ア とは

上記 のよ うに、施 設 児童 は、発 達初 期 に肉親 か ら分

離 され るこ とな どに よ り、 なん らか の心理 的問題 を抱

えて い るこ とが広 く指 摘 され てい る。 それ と同 時に 、

子 どもが分離 体験 や対象 喪失 を経 た としても、 後の養

育の質 に よって 、子 どもが蒙 るネガ テ ィブな影響 を軽

減 し うるこ とが分 か って きてい る。 それ で は、 どの よ

うにす れば 、子 どもに とって、発 達初期 の分 離体 験や

対 象喪 失の影 響 とい った ものか らのネ ガテ ィブ な影 響

を軽減 す るこ とがで きるの だろ うか。 その こ とについ

て言及 した援 助論 を以 下に ま とめてみ たい。

(1)育 ち なお しへの ケア

奥 山(1997)は 、被 虐 待児 の抱 え る精 神 的問 題 を、

発達 の問題 と、心 的外傷 の 問題 に分 け、前者 で は、被

虐 待児 の多 くが、安 全 に守 られた環 境 の中 で十分 な情

緒 的 関係 を他 者 と結 ぶ こ とが困難 で あった こ とか ら、

自己評価 の低 下 といった 自己概 念 の問題 と、 対人 関係

の問題 を引 き起 こす と述 べ てい る。 さ らに、 そ うい っ

た 問題 を抱 える子 どもに対 して、包 み込 む よ うな安 定

感 、子 どもへ の同調 、喜 び の共有 な どを育み 、新 たな

安 定 したかか わ りの中 での 自我機 能 の発 達 を計 るこ と

な ど、育 ち なお しの援 助 が重 要で あ る と指 摘 して い る。

この こ とは、被 虐待 児が 多 く入 所す る児童 養護 施設 に

お い て、子 ども達 のケ ア を考 えて い く上 で見過 ごす こ

との できない 重要 な指摘 で ある。

(2)日 常場 面 での関わ りを生か した ケァ

西澤(1994)は 、虐 待 を受 けた子 どもに対す る心 理

臨 床学 的な援 助モ デル と して、回復 的接 近 と修 復的 接

近 とい う二種 類 のアプ ローチ を平行 して行 う方 法 を提

唱 してい る。 回復 的接 近 とは、子 どもの抱 える心的 外

傷 に焦 点を あて て行 われ る個別 プ レイセ ラピmの 心

理 療法 的な試 み の ことであ る。 修復 的接 近 とは、生 活

環 境す べて を治療 的に活 用す る とい う考 え方 に基づ い

た働 きかけ の こ とであ り、環箋 療 法 と も呼ばれ る。 被

虐 待児 に限 らず、幼少 期 の生 育環境 の 中でな ん らかの

喪 失 体験な ど、過酷 な体 験 を経て 心 に傷 を負 った子 ど

もに対 しては 、 この よ うな多 面的 なケ アが必要 で あろ

う。

Trieshman(1992)は 、情緒 的問 題 を抱 え る子 ども

の入 所施設 にお いて 、環境 を治療 の道具 と して と らえ

る必 要性 を説 き、環境療 法 とい う概 念 につ いて、 「子 ど

もの心理的 ・行 動的 問題 を、 日常 生活場 面 にお ける子

どもの具体 的 な行 動 に よって理解 し、 また 、それ らの

解決 に向 けた援助 を、子 どもの生活 環境 内 で生 じるさ

まざまな 日常的 局面 に即 しなが ら、子 ども との 日常的

なや りと りを通 して行 お うとす るもの であ る」 と述べ

てい る。 また、村瀬(2002)は 、児童 養護 施設 にお け

る 日常 的実践 の 分析 を通 して、 「精神 的発 達過 程 が基

底の 部分か ら傷 を受 けてい るよ うな、 自分 は もち ろん

の こ と、他者 や この世 を信 頼 で きない よ うな子 どもた

ち、 っま り、心 が新 た に生 まれ 育 ち直 るこ とが必要な

子 どもた ちに とっての援助 には、 日常生活 の なかの関

わ りに心理療 法 の原 則 が生 きてい る、い うなれ ば生活

臨床 アプ ローチ が求 め られ てい る」 と述べ てい る。 つ

ま り、発 達初 期 に母 性的養 育 の剥奪 な ど過 酷 な経験 を

した子 どもたちへ のア プローチ では 、子 どもに関わ る

全て の時間 が重要 で あ り、 日常 場面 での実 践的 アプ ロ

ーチ の必 要性 が叫 ばれ てい るとい うこ とで あ る
。施設

児童 に対 す る援 助 におい ては、 生活全般 をシ ステ マテ

ィ ックに活 用 し、子 どもに とって安心 で き、心の立 ち

直 りに向け て働 きかけ るこ との で きる よ うな場 を確保

してい こ うとす る動 きが進展 しつ つ ある。

(3)今 後の 展開に 向 けて

以上 の よ うな見 解 が一般 的 とな っ てい る にも関 わ

らず、 この よ うな生活 場 面に即 した アプ ロー チの実 証

的分析 の例 は少 ない。 大迫(2003)は 、 回復 的接 近 に

あた るプ レイセ ラピー等 に関す る研究 は比較 的多い が、

一方修復 的接近 に あた る環境 療法 を中 心に した研究 が

非常 に少 な い と述べ 、修復 的接近 が重要 な意 味 を持 っ

こ とを考慮 す る と、環 境療法 的 アプ ロー チ の実施及 び

実証的研 究 の積 み重 ねが求 め られ よ うと述べ てい る。

養護 施設 に入所 した児 童は被 虐待経 験 を持っ者 ばか り

でな く、複 雑 な生育暦 を持つ こ とが多 く養育 者に対 し

ての喪失体 験 を経 験 してい る者 もい る。 その よ うな子

どもへ の援 助 を考 える上で 、 トラ ウマ の視点 か らの援

助論 だ けでな く、 よ り広い視 野で 入所児 童の 事情に即

した援助 の展 開が必要 で あ り、 そのた めに も様 々な視

点か ら入所 児童 の特徴 を捉 え る実 証研究 が不 可欠で あ

る(飛 永,針塚2005)。

また最近 で は、発達 初期 の生み の親 か らの分離 とい

一28一



った過 酷 な体 験 に対す るア プロー チ と して、 個 々の子

どもの ライ フス トー り一 を尊 重 しよ うとす る援助論 が

展開 されっ っ あ る。 山 田(1999)は 、施設 児童 の精神

的 自立 に向 けて必 要な援助 の あ り方 と して、 今ま で光

が 当て られ ていな かった過 去 の生活 史 にお け る正 のエ

ピソー ドを発掘 し、 も しくは意 味づ け をか え る姿勢 を

育む こ と、 さ らに 自分のエ ピソー ドをふ りか え り表 明

で きる力 を育 む こ とな どを挙 げてい る。イ ギ リス では、

家庭 で暮 らす こ との で きない子 ども達 に 対 して、 ライ

フス トー リー ワー ク(Ryanetal.,2007)と して、自分 の

生い 立ちや なぜ 親 と暮 らす ことが できな か ったの か と

い う理 由 にっい て知 り、そ こか ら新 たな人 生 を生 きる

こ とを 目指 す援助 実践 が確 立 され っっ あ り、日本 で も、

児 童養護 施設 におい て、そ の よ うな援 助論 へ の理解 を

基 に職員 の 実践 の質 を記 述す る試 み もな され 始 めて い

る(楢 原,2008な ど)。 しか しこの よ うな援助 論 は、 日

本 では紹 介 され て間 もない こ とか ら、 ま だま だ実践的

な報告 が少 ない ため、今 後 さ らな る検 討 が求 め られ て

い くだ ろ う。

5.施 設 児童 の 自己形 成への 課題

施設 児童 に と って 、発 達初 期 の肉 親 か らの 分離や 、

家庭 か ら切 り離 され た体 験 はその 後の発 達 に大 きな影

響 を及 ぼす。 彼 らが乗 り越 えてい かね ば な らない 、心

理的課 題 とは どの よ うな もの なの だ ろ うか。 以下 では

従 来指摘 され てい る2っ の点 につ いて ま とめ る。

(1)自 己肯 定感 の獲得

山 田(1999)は 施 設児 童の 、入所 以 前の不 安定 な愛

着 関係 と、そ れが施設 児童 の 自己形 成 に与 え る影響 と

の 関連 にっ いて、 内的作 業モ デル を援 用 し説 明 してい

る。 それ は 、 日々の生活 の なかで 自分 を脅 かす よ うな

体験 が積 み重 な る と、 自己や他者 に対す る不 信が 、主

観的確 信 と して形成 され 、現在 の メ ンタルモ デル に影

響 を与 え うる とい うもの で ある。さ らに、この よ うに、

自己や 他者 へ の不信 の体験 を積 み重 ねた 子 ど もに対す

る援助 と して 山 田は、過 去の負 の体 験 に対 して、それ

に替 わ る正の 体験 を保 有 で きる こ と、現 在 の も しくは

意味づ けを変 え る姿勢 を育 む こ とが、施 設児童 の精神

的 自立 と関 わ ってい る とい う指 摘 を して い る。 若松

(2004)は 、児 童養護 施設 に おい て よ く見 られ るよ う

に、低 い 自己概 念が 問題行 動 の根 底 に ある よ うな子 ど

もは、成 功 を積み重 ね るこ とな どを とお して肯定的 な

自己概念 を獲 得 してい ける よ うな 目標 を立 て ることが

ケアの方 針 とな るこ とを述 べて い る。また竹 中(1986)

は、 自己否定感 情 が強い子 ども には、 自己肯定感情 を

回復 す る課題 の設定 が生活 指導 の一 つの要 素 となる と

述べ てい る。施 設で暮 らす 子 ど も達 は、生 い立 ちの 中

で多 くの 困難 に直面 して きてお り、 その 中で喪失感 や

無 力感 を体験 してい る子 どもも多い と考 え られ る。 こ

ういった 子 ども達に対 して 、小 さな こ とで も、 自分 を

好 きになれ るよ うな体 験が で きる よ う、常 に 目標 とな

る方 針 を模 索 しなが ら子 ども と関わ ってい く必要が あ

るであ ろ う。

(2)受 容 され る体験

また 、施設 児童 は、本 来無条件 に安心 で き、受容 され

る場所 で あるはず の家庭 か ら切 り離 され 、施 設 とい う

場所 で暮 らす こ とを余 儀な くされ てい る。 自分が無条

件 にこの場 所 にいて いい とい う安 心感や 、誰 かに守 ら

れ てい る とい う信頼 感 、 自分 が確 か に必 要 とされて い

る実感 を得 るこ とが難 しく、 自分 がなぜ ここにい るの

か とい う難 しい 問い を抱え てい かな けれ ば な らない。

この よ うな子 ど も達 を、周 りの大 人が受 容的 に支え て

い くこ とが、子 どもの安 心感 を生 み出す た めに不可欠

で ある。 城 元(2006)は 、児童 養護施 設 にお ける発 達

に遅れ の ある子 どもへ の個 別支 援 の過程 を通 して、子

どもに必要 な点 につ い て、 自己肯 定感 の 獲得 と受 容 さ

れ る体験 が 重要 であ る と述 べ てい る。

以上 の よ うに、発 達初期 の ア タ ッチ メン ト対象 との

分離 とい う体験 を した子 どもに とって、 その新 たな立

ち直 りへ の 方向性 としては、受 容 され る体 験や 、 自己

肯定感 を獲得 で きる よ うな体験 を通 して 、具体的 な他

者 との間 に新 た な信 頼感 を築 いて い く とい うものが一

般 的 とな ってい る。

そ うい った育 ちなお しの過程 に は、な ん らかの基 準

や標 準 的な プ ロセ スが あるわ けで はな く、個 々の子 ど

もが、 それ ぞれ に与 え られ た他者 との関係性 の 中で 獲

得 して いかね ばな らない もので あ る。援 助す る大人 は、

一 人ひ と りの子 どもに対 して
、 そ の育 ちなお しに寄 り

添 う形 でつ きあっ てい く姿 勢が 求 め られて い るだ ろ う。

6居 場 所 をつ く り出す

上 記の よ うに、施設 児童 に対 して、 そ の新 たな育 ち
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に向 けて、受容 され る体験 や 自己肯 定感 の獲得 が必 要

で あ る とい うこ とが多 く指 摘 され てい る。

その よ うな援助 の た めに、 どの よ うな実践 が必要 で

あろ う。 この こ とに関 して、子 どもの 「居 場所 」 とい

う概 念 か ら考察 してみたい 。

居 場 所 とは ど うい う概 念 を指 す の で あ ろ うか 。住 田

(2003)に よれ ば居場 所 とは、 自己受 容 や 自己承認 、

自己肯定感 、そ して安 定感 や安 心感 を もた ら し、実感

させ るよ うな具体 的他 者 の共感 的 な理 解や 態度 、つ ま

り具 体的他者 との関係性 、 さらに、 そ ういっ た関係性

が営 まれ る一定 の空 間性 であ る。 つ ま り居 場断 とは 、

肯定 的な対 人的 要素 も含 んだ空 間 であ り、子 どもに と

っ ては、他者 との関係性 をつ く り出す た めの拠 点 とな

るよ うな もので あ り、 そ こか ら 自己肯 定感 や、他 者 へ

の信頼 感 を育む こ とが可能 にな る もので あ る。

本 来、子 どもに とって居場 所 とな る場所 と して、第

一 に家 庭が挙 げ られ る
。 家庭 とは親密性 を基盤 と し、

子 どもが無 条件 に守 られ 、安 心 で きる場所 で ある。 家

庭 のもつ この よ うな機 能は 、ほ とん どの子 どもに とっ

て 当た り前 に与 え られ てい る もの で あ る。 しか し家庭

で暮 らす こ との できな い子 どもに とっては 、そ うい っ

た場所 は 当た り前 の もので はない。 彼 らに とって家庭

にか わって安 心 でき るよ うな場所 を、 周 りの大人 が連

携 し、作 り上 げ る必 要 があ るの であ る。 それ で は、・ど

の よ うに して家庭 に替 わ る居 場所 を作 り上 げて いけ ば

よいだ ろ うか。そ の新 た な発 達の歩 み におい て機 能 し、

また拠 り所 とな るべ き場 所、 つま り子 どもに とっての

新 た な居 場所 の構築 を考 え てい く必要 があ る。

子 どもが 自らの過 去 を受 け入れ 、新 た に安 心 でき 自

己を肯 定で きる よ うに な るた めに は、特 定の他 者 との

信 頼 関係 が不 可欠 であ る。そ して 、信頼 で き る対人 関

係 の形成 のた め には、 それ が作 り出 され るた め の拠 点

とな る 「居 場 所コ が必要 不可 欠で あ る。 親密性 を基盤

とす るよ うな 、子 どもが 守 られ 安心 で き るよ うな場 所

を築 いてい くた めの援 助 が今 後検討 され るべ きで あ る。

7.さ まざま な居場所 をっ な ぐ

(1)複 雑 な場 を生 き る

居場所 とい う概念 を踏 ま え、改 めて児 童養護 施設 と

い う場を眺 めてみ る と、 そ こがい かに複 雑な構 成 の上

に成 り立って い るかがわ か る。 児童 養護施 設 は、子 ど

もた ちに とって、家 庭か ら切 り離 され た後 、 日常生活

の拠 点 とな る場所 であ る。 しか し施設 児童 に とって、

離 れ て暮 らす家 族や 、 自分 が本来 暮 らす はずで あった

家庭 へ の思い を断 ち切 るこ とは 困難 で あ り、た とえ生

活 拠点 は施設 で あって も、常 に家 庭へ の想 い を抱 えな

が ら暮 さな けれ ばな らない ため 、多 くの子 どもに とっ

て、児童養 護施 設は さま ざまな葛 藤 を もた らす場 とな

る。

厚 生労働 省(2003)の 調 査 に よれ ば、全 国の児童養

護施 設 に入 所 してい る子 どもの入 所時 の保護 者の状況

として、 「両親 ともいない」または 「両親 とも不 明」と

い う子 ど もは全 体の わずか8。1%で 、お よそ9割 の子

どもは、 「両親 、また は一人親 」が存在 して いる こ とが

分 かって い る。 ほ とん どの入所 児童 は 両親 か片親が存

在 してお り、子 どもが継 続 して肉親 との交流 を持 って

い る ことが少 な くない。 多 くの施設 で は、 子 どもが肉

親 の家に帰 省す る こ とや、親 とい っ しょに外 出す るこ

とが、特殊 な ケース を除い ておお むね推 進 され る傾 向

にあ り、子 ども と親 との交流 が積極 的に行 われ るよ う、

学校行 事や 園の行 事 ご とに親 に連絡 を 入れ るな どの働

きかけが な され てい る。

多 くの子 どもに とっては、 肉親 との交 流は 、大 きな

意味 を持 ってお り、帰省 や家族 との外 出 の前後 な どに、

しば しばそ の重要性 が語 られ るが、一 方、その こ とで、

なぜ 自分が施 設 で暮 らさな けれ ば な らな いの か と混乱

した り、 自分の 「居 場所」 が揺 ら ぐとい うこ とも起 こ

りうるU

また、児童養 護施 設は18歳 まで しか暮 らす こ とはで

きな い期 限付 き の場 所 であ る。 そ こは永続 的 に身 を寄

せ るこ との でき る場 所で はない た め、施設 児童 、特に

中高生 の児童 に とっては常 に退所 後 、 自分 が どのよ う

に生活 して い くの かが大 きな関 心事 とな る。 児童養 護

施設 は、子 どもた ちの生活 拠点 として機 能 しなが らも、

接 ぎ木 の よ うな性 質 を もつ 場で あ り、 自分 の将来 まで

保証 して くれ る場で はない ので あ る。

(2)居 場所 をつ な ぐ実践

このよ うな施設 の特 性 を踏 ま え、児 童養護 施設 は、

独立 して子 どもの発達 を支援 す る場 ではな く、 それ ぞ

れの子 どもが生 きてきた場や これ か ら関係 を築い てい

くべ き社 会 システ ム との連携 を含 めた支援 を行 ってい

く必要 があ る。
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谷 口(2004,2006)は 、生 活世 界 が 分 断 され て しま

い がちな病 院 内学級 の子 どもた ち に対 して、病 院内学

級の教 師 が行 ってい る 〈つ な ぎ援 助 〉の実 践 に焦点 を

当て 、そ のあ り方を 明 らかに してい る。 〈っ なぎ援助

〉とは、 も とも と下 山(1997)が スチ ュー デ ン ト・ア

パシ ーに対 す る臨床技 法 として提 唱 した もの を、谷 口

が よ り日常 的か っ広 い範囲 をカバ ーす る援助 モデ ル と

して援 用 した もので あ り、 そ こでは病 院内 学級 での フ

ィール ドワー クを通 して、教 師 が子 どもの 生態 システ

ムを有機 的 につ な ご うとす る実践 の様 子が 報告 されて

い る。

実際 の生活 世界 と、 自分 が本来 い るべ き家庭 とが分

断 され てお り、 この意 味で一 般児童 と比べ て不安 定な

状況 におかれ て いる児童 養護 施設 入所児 童へ の援助 に

おいて も、 〈つ なぎ援助 〉は有効 で ある と考 え られ 、

施設 の職 員 の子 どもに対 す る 日常 的な 実践 を捉 える上

で重要 な概 念 に なる と考え られ る。

村 瀬(2002)は 、家庭 で暮 らす こ とがで きない児 童

養護 施設 の子 どもた ちに対 して、子 どもの気 持 ちを代

弁 した り、親 の思 い を代 弁 した りしな が ら、親子 のこ

ころのつ な が りを築 い てい くのが援助 者 の役割 で ある

と述 べ てい る。た とえ家庭 か ら離れ て暮 ら してい ても、

子 どもた ち に とって親子 のつ なが りを感 じられ るよ う

な援助 が求 め られ てい る。 また同様 に、 子 ど もが身 を

置 く複 数 の場所(他 の施設 、学校 、社 会 な ど)と 連携

し、 それ らをつ な ぐ ことで、子 どもの居 場所 をつ く り

だ してい くこ とが求 め られ る。 このよ うに 〈つ な ぎ援

助 〉 として と らえ る ことので き る実践 が施 設 におい て

必要 とされ てい ると言 える。

8.ま とめ

本稿 では 、施設 児童 の抱 え る心 理的 な問題 の所 在 と、

それ に対 して必要 な援 助 に関す る先行 研究 を整理 す る

とともに、新 た な援助 論の確 立 に向 けて、居 場所 をつ

く り出す こ とと、居場 所 をつ な ぐこ ととい う二つ の側

面か ら述べ た。施設 児童 は 、本来 自分 がい るはず で あ

った家庭 か ら分離 され 、児童 養護施 設 とい う場所 で暮

らす こ とを余 儀 な くされて い る。 彼 らは多 くの葛藤 を

抱えな が らも、 自らの 生い 立 ちを受 け入 れ 、新た な育

ちに向 けて大 人 との間 に信頼 関係 を築 き、 自己や他 者

への 肯 定 的 な感 情 を 育 んで い か な けれ ば な らない。

日々、彼 らと接 す る大 人は、 どの よ うな姿勢 で彼 らと

関 わって いけば いい のだろ うか。児 童養護 の現場 では、

職員 、心理 担 当職 員、 ボ ランテ ィア などが試行錯 誤を

繰 り返 してい る。 必要 な ことは、 子 どもた ちの立ち直

りに、関 わ る大人 が真摯 に 向き合 い、子 どもたち とと

もに、彼 らが安心 で きる よ うな居 場所 を築 き上 げてい

こ うとす る姿勢 を持 ち続 け るこ とでは ないだ ろ うか。
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